
平成 24年度「景観まちづくり協議会」活動報告（概要） 
 
１． 平成２4年度「住まい・まちづくり担い手事業」実施に関する協力 

① 事業募集の広報 
平成 24 年度「住まい・まちづくり担い手事業」(以下、「担い手事業」という)の公募に際
し、「協議会」構成の建築関係団体の会員などを通じ、募集の広報を行った。 
② 支援団体選定への協力 
「担い手事業」の支援団体の選定にあたり、専門的見地からアドバイスを行った。 
③ 専門家派遣の協力 
「担い手事業」の支援団体(27 団体)のうち、協議会からの専門家派遣を希望する 1団体に
対し、「派遣専門家」を選定し、推薦した。 

④ サポーターの推薦 
将来の景観まちづくりを担う建築専門家(サポーター)を育成するため、支援団体の活動に
サポーターを参加させることを支援の条件とし、そのサポーターを推薦した。 

⑤ 地域事務局の構築 
地域でのサポーターの選定等の役割を担う「地域事務局」(事務局は地域の建築士会等)の
運営体制構築に協力した。 
  

２． 情報発信など 
① 支援団体による活動報告会の開催 

   平成 25 年 2 月 4日（月）アジュール竹芝にて、支援団体の活動内容の報告、ディスカショ
ン、「継続的に景観まちづくりを進めるために」をテーマに、全体意見交換会を実施する。 

② ホームページによる活動紹介 
協議会の活動について日本建築士会連合会ホームページ等にて紹介した。 

 
３．地方公共団体に対する「協議会」への入会の呼びかけ 
  「担い手事業」支援団体の活動を推薦された地方公共団体（21団体）あて、協議会への新規

入会のご案内をし、1団体より入会の申し込みをいただいた。 
 
３． 調査活動 
① 「景観まちづくり建築専門家育成のための研修システムの検討」及び「担い手事業フォ
ローアップ調査」を実施した。 

② 「情報交換会」の開催 
   平成 25年 3月 12日(火)は東京、3月 14日(木)は大阪にて、2回にわたり、「担い手事業」

支援団体の活動に携わった専門家及びサポーターを招き、サポーターの育成方法等につい
て、情報交換を行い、今後の協議会活動に役立てる。 
③ 協議会ＷＧ委員による現地視察の実施 

   支援団体への専門家等の派遣状況の現地視察を行った。 
 
５．「協議会」の総会及びＷＧの開催 
  総会の開催 第 5回（平成 25年 2月 4日) 
ＷＧの開催 7 回 

                                                  


